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る
大
先
輩
で
す
。
い
つ
ま
で
も
健

や
か
に
、
思
い
の
ま
ま
の
生
活
を

お
送
り
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
町
内
最
高
齢
で
１
０

４
歳
の
今
西
キ
ク
ノ
さ
ん
を
は
じ

め
、
米
寿
、　

歳
、　

歳
、　

歳

９５

８５

７７

の
節
目
を
迎
え
た
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
に
、
京
都
府
、
井
手
町
、
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
長

寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
、
続
い
て

入
所
者
を
代
表
し
て
山
田
静
子
さ

ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
心
豊
か
に
元

気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
来
年
も

再
来
年
も
敬
わ
れ
る
老
い
か
た
を

し
た
い
で
す
。」と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
演
芸
会
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
家
族
ら
と
一
緒
に
、

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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９
月　

日（
祝
）、「
い
で
の
里
」

２０

の
お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
う
敬
老

祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
祝
賀

会
で
清
水
純
子
理
事
長
は
「
皆
さ

ん
は
長
年
社
会
の
進
展
に
寄
与

し
、
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
有
す

�����
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９
月　

日（
金
）、
婦
人
研
修
セ

１７

ン
タ
ー
で
町
食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会（
西
田
純
子
会
長
＝　

人
）

７０

に
よ
る
講
習
会
が
行
わ
れ
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
や
主
婦
ら
約

　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０
　

こ
の
講
習
会
は
、
京
都
府
が
進

め
る
『
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー　

事
２１

業
』を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

「
自
分
の
身
体
レ
ベ
ル
や
生
活
ス

タ
イ
ル
に
基
づ
い
た
健
康
づ
く
り

を
実
行
し
て
、
食
生
活
を
通
じ
て

自
分
の
健
康
管
理
が
出
来
る
よ
う

に
な
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
講
座
を
受
け
た
後
、
塩

分
摂
取
を
１
日　

グ
ラ
ム
以
下
の

１０

目
標
に
し
た
「
豆
腐
と
わ
か
め
の

み
そ
汁
」「
魚
の
ホ
イ
ル
包
み
焼

き
」「
小
松
菜
と
焼
き
揚
げ
の
和
え

物
」「
肉
じ
ゃ
が
」
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
を
参
加
者
た
ち
は
実
際
に
調
理

を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
作
っ
た
料
理
を
み
ん

な
で
楽
し
く
試
食
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
今
回
の
講
座
を
受
け
た
参

加
者
た
ち
に
、「
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ

ー
登
録
証
」が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
入
選
し
た
作
品

は
、　

月
６
日（
土
）と
７
日（
日
）

１１

に
開
催
さ
れ
る
第　

回
井
手
町
文

２５

化
祭
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
入
選
さ
れ
た
方
々
は
次
の

み
な
さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称

略
）

【
井
手
小
学
校
】

　

冨
岡
秀
平　

中
田
樹
希　

堀
内

海
帆　

堀
内
麻
衣　

中
田
麻
綾

【
多
賀
小
学
校
】

　

小 

美
穂　

田
中
理
沙　

八
木

美
樹　

平
間
み
さ
き　

明
田
由
実

【
泉
ヶ
丘
中
学
校
】

　

浅
野
元
貴　

小
割
美
来　

田
中

里
奈　

山
本
美
穂　

篠
田
雄
作　

石
本
千
恵　

関
西
真
穂　

梅
元
謙

太　

上
田
響　

中
坊
彩　

綱
田
浩

二
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９
月　

日（
火
）、
井
手
町
明
る

１４

い
選
挙
推
進
協
議
会
（
中
坊
勤
会

長
）
と
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
宮

本
安
委
員
長
）
に
よ
る
「
明
る
い

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
の
審
査
会

が
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
は
、
町
内
三
校
の

小
・
中
学
生
か
ら
合
計
１
０
６
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
審
査
を
行
っ
た
の
は
、

同
協
議
会
の
中
坊
会
長
や
窪
田
副

会
長
、
宮
本
選
管
委
員
長
、
乾
多

賀
小
校
長
、
美
術
担
当
教
諭
ら
６

人
で
、
審
査
員
の
皆
さ
ん
は
応
募

作
品
が
力
作
ば
か
り
の
た
め
に
、

頭
を
抱
え
な
が
ら
選
考
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

審
査
会
で
は
入
選
作
品
を　

点
２１

選
び
、
そ
の
中
か
ら　

点
を
京
都

１０

府
選
挙
管
理
委
員
会
で
審
査
さ
れ

る
「
第
二
次
審
査
会
」
へ
出
展
し

��������	
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9月定例町議会9月定例町議会
一般会計予算総額一般会計予算総額

　

９
月
１
日
（
水
）、
㈱
巌
建
設

工
業（
木
村
土
生
代
表
取
締
役
）

の
協
力
会
「
い
わ
お
会
」（
高
原

英
夫
会
長
）
か
ら
「
社
会
福
祉

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
町

に
９
１，

３
１
６
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
付
は
、
８
月　

日
２８

（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
、
同
会
主

催
の
『
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
』
で
寄
せ
ら
れ
た
慈
善

金
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
善
意
の
寄
付

金
を
社
会
福
祉
基
金
に
積
み
立

て
て
、
今
後
の
住
民
福
祉
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

９
月
定
例
町
議
会
は
、
９
月　
１７

日
か
ら　

日
ま
で
開
か
れ
ま
し

２４

た
。

　

今
回
の
町
議
会
で
は
５
人
の
議

員
か
ら
計　

件
の
一
般
質
問
が
行

１３

わ
れ
、
平
成　

年
度
井
手
町
一
般

１６

会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）
な
ど

の　

件
の
議
案
、
１
件
の
報
告
が

１０
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
い
ず
れ
も

慎
重
に
審
議
さ
れ
、
決
算
認
定
議

案
４
件
が
決
算
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
さ

れ
た
ほ
か
は
、
原
案
ど
お
り
可
決

ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
等

は
次
の
通
り
で
す
。

�
�
�
�
�

▼
井
手
町
立
教
育
集
会
所
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
制
定
の
件

▼
平
成　

年
度
井
手
町
一
般
会
計

１６

補
正
予
算
（
第
２
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
老
人
保
健

１６

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
介
護
保
険

１６

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

▼
井
手
町
自
治
功
労
者
の
推
薦
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
件

▼
平
成　

年
度
井
手
町
一
般
会

１５

計
、
特
別
会
計
「
国
民
健
康
保
険
、

多
賀
地
区
簡
易
水
道
、
老
人
保

健
、
介
護
保
険
、
公
共
下
水
道
」

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

▼
平
成　

年
度
井
手
町
水
道
事
業

１５

会
計
決
算
認
定
の
件

▼
平
成　

年
度
井
手
町
井
手
財
産

１５

区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件

▼
平
成　

年
度
井
手
町
多
賀
財
産

１５

区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件

▼
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

�
�
�

▽
平
成　

年
度
城
南
土
地
開
発
公

１５

社
決
算
に
関
す
る
報
告
書

※
９
月
定
例
町
議
会
で
同
意
さ
れ

ま
し
た
井
手
町
自
治
功
労
者
は
次

の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）
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鷲
山　

妙
子
（
井
手
小
字
浜
田
）

南
本　

徳
弘
（
田
村
新
田
小
字
平
ヶ
谷
）

�
�
�
�
�
�

　
「
介
護
保
険
制
度
改
正
に
関
す

る
意
見
書
」
及
び
「
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
自
然
環
境
保
全
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
の
２
件

の
意
見
書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
意
見
書
は
関
係
行

政
庁
等
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
家
庭
内

（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

等
）、
職
場
内
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
等
）
の
悩
み
ご
と
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
な
ど
に
つ
い
て
女
性
の
人

権
擁
護
委
員
が
秘
密
厳
守
で
電
話

に
よ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

▽　

月　

日
（
日
）・　

日
（
月
）

１１

２１

２２

京
都
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
京
都
市
上
京
区
荒
神
口
通
河
原

町
東
入
上
生
州
町
１
９
７
）

℡
０
７
５
‐
２
３
１
‐
２
０
１
４
・

２
１
８
１
・
２
１
８
２

※
２
０
１
４
は
常
設
電
話
で
す

▽　

月　

日
（
月
）

１１

２２

京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局
（
宇

治
市
宇
治
琵
琶　

‐
２
）

３３

℡　

‐
４
１
４
４

２４
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
か

１０

ら
午
後
５
時
ま
で

３７億５８５０万３千円となる

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

電
話
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ
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　京都府最低賃金（地域別最低賃金）は平成１６年１０月１日
より６７８円（改正前６７７円）に改正しました。
　京都府内の使用者は、この金額より低い金額で労働者
（パート・アルバイト含む）を使用することは出来ません。
　詳しくは、京都労働局（℡０７５‐２４１‐３２１５）または最寄
の労働基準監督署まで。
�����������	
����������

▽精・皆勤手当、通勤手当、家族手当
▽時間外・休日及び深夜手当
▽臨時に支払われる賃金
▽１ヶ月を超える期間ごとに支払われる賃金

職場を支えるあの人の　最低賃金だいじょうぶ？
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　秋はウォーキングの季節。今年も恒例イベント『山背古道とことんウォーキング』を開催します。
　城陽と木津の両方からスタートし、道中は木津川や田園風景などを眺めながら、約２３キロを歩くコースです。無
理せず、自分のペースで秋の山背古道を楽しんでみませんか。
　コース途中の、城陽市「中天満神社」、井手町「まちづ
くりセンター椿坂」、山城町「ＪＲ棚倉駅前」、木津町「南
垣外公園」では「ほっとコーナー」を設け、特産品の販売
などを行います。
�����１１月２３日（祝）（雨天決行・荒天時中止）
　　　　　スタート：午前９時半
　　　　　終　　了：午後４時半
�����ＪＲ城陽駅東側
　　　　　ＪＲ木津駅西側徒歩３分「木津南垣外公園」
　　　　　　　　　　　（参加費無料・事前申し込み不要）
������ＪＲ城陽駅⇔木津南垣外公園
　　　　　（全行程約２３キロ：途中まででもＯＫ）
＊お問い合わせは、井手町総務部企画財政課
　（℡８２‐２００１）まで

　山背古道沿線で開催された、「山背古道カルタあそびラリー」
の参加者の皆さんに、カルタのアイデアをいただいた「山背古
道かるた」が完成しました。
　今回「山背古道かるた」完成を記念してかるた大会を開催し、
参加者にはもれなく「山背古道かるた」をプレゼントします。
　かるた大会は、５人１組で対戦、個人勝ち抜き戦で行い、上
位入賞者には賞品が贈られます。
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い
ざ
と
い
う
と
き
、
自
分
の
身

の
安
全
を
確
保
で
き
る
行
動
が
と

れ
る
か
。
家
具
の
転
倒
や
落
下
物

で
け
が
を
し
な
い
よ
う
、
家
具
を

固
定
す
る
な
ど
の
防
止
対
策
を
し

て
い
る
か
。

　

安
全
に
避
難
場
所
ま
で
行
く
こ

と
が
で
き
る
か
。
家
族
と
の
連
絡

手
段
は
確
保
し
て
い
る
か
。
食
料

や
水
な
ど
当
面
の
避
難
生
活
に
必

要
な
物
は
備
蓄
し
て
い
る
か
、
緊

急
時
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　

一
人
一
人
が
地
震
に
対
す
る
意

識
と
知
識
を
も
ち
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
防
災

力
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
。
そ

れ
は
、
個
々
の
家
庭
を
地
震
に
強

く
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体

の
防
災
力
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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●
家
具
の
転
倒
防
止
を 

　

し
て
い
ま
す
か

　

本
棚
や
た
ん
す
な
ど
の
家
具
は

転
倒
し
な
い
よ
う
に
、
Ｌ
字
型
金

具
な
ど
を
使
っ
て
し
っ
か
り
留
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
食
器
棚
な
ど

の
ガ
ラ
ス
に
は
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防

止
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
寝
て
い
る
と
き
に

棚
が
倒
れ
て
き
た
り
、
上
に
置
い

た
も
の
が
落
ち
て
き
た
り
し
な
い

よ
う
、
家
具
の
配
置
を
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

●
家
の
耐
震
性
は 

　
　
　
　

大
丈
夫
で
す
か

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
約

　

万
５
千
棟
の
住
宅
が
全
壊
、
約

１０
　

万
４
千
棟
が
半
壊
。
ま
た
、
こ

１４の
震
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
約
８

割
が
住
宅
の
倒
壊
に
よ
っ
て
亡
く

な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
わ
が
家
の
耐
震

性
を
点
検
し
、
補
強
工
事
を
施
す

な
ど
、
地
震
に
強
い
家
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●「
非
常
持
ち
出
し
袋
」を 

　

備
え
て
い
ま
す
か

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
避
難
生
活

に
必
要
と
な
る
も
の
を
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
よ
う
に
、
一
つ
に
ま
と

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
家
の
周
囲
は
安
全
で
す
か

　

地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
が

倒
壊
し
、
下
敷
き
に
な
っ
た
人
が

亡
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
あ
る
場

合
は
施
工
に
欠
陥
が
な
い
か
を
確

認
し
、
ぐ
ら
つ
き
や
ひ
び
割
れ
、

傾
き
な
ど
が
な
い
か
点
検
を
。
必

要
に
応
じ
て
補
強
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

ボ
ン
ベ
が
あ
る
場
合
は
、
し
っ
か

り
と
固
定
を
。
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利用権の設定
　利用権の設定とは、農業経営基盤強化促進法に基
づき、安心して農地の貸し借りが出来る制度です。
貸し手と借り手が約束した期限がくれば、農地は自
動的に離作料なしで必ず貸し手のもとに返るため、
いわゆる「ヤミ小作」による場合の、いつ返しても
らえるのか、等の心配はありません。

利用権の設定方法について
　農地の貸し借りの話がまとまれば、農業委員会に
備えている「農用地利用集積計画明細書」に必要事

項を記入のうえ、事務局まで提出してください。

利用権の更新方法について
　利用権設定の期限（終期）が近づくと、貸し手、
借り手の両者に事務局から終期・更新の通知をいた
します。貸し手、借り手両者の話し合いにより、利
用権設定の更新をされる場合には、再度「農用地利
用集積計画明細書」を作成し、事務局に提出してく
ださい。
＊お問い合わせは、農業委員会事務局（役場産業課
内、８２‐２００１）まで

農業委員会からのお知らせ
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家庭の防災力を高めるために
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な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

▼
京
都
府
山
城
北
保
健
所
（
℡　
２１

‐
２
９
１
１
）

▼
京
都
府
骨
髄
デ
ー
タ
ー
セ
ン
タ

ー
（
０
７
５
‐
５
３
１
‐
３
７
１

１
）

▼
（
財
）
骨
髄
移
植
推
進
財
団

（
０
１
２
０
‐
４
４
５
‐
４
４
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jm
dp.or.jp

        
 
 
   
        

綴
喜
医
師
会
健
康
教
室

日
時
／　

月　

日
（
土
）

１０

３０

　
　
　

午
後
２
時
半
〜
４
時
半

場
所
／
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル
キ
ラ
ラ
ホ
ー

ル
（
京
田
辺
市
田
辺
中
央
４
丁
目

３
番
地
３
）

テ
ー
マ
／

「
い
つ
ま
で
も
美
し
い
健
康
な
皮

膚
で
あ
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
」

〜
中
高
年
の
シ
ミ
や
皮
膚
腫
瘍
に

対
す
る
対
策
〜

〜
治
せ
る
色
素
斑
と
怖
い
色
素
斑

に
つ
い
て
〜

「
寒
く
な
る
と
ど
う
し
て
肌
が
乾

燥
し
て
か
ゆ
く
な
る
の
で
し
ょ

う
」

〜
乾
燥
肌
の
ス
キ
ン
ケ
ア
と
治
療

に
つ
い
て
〜

講
師
／
お
ぎ
の
皮
フ
科
院
長

荻
野
篤
彦
医
師

主
催
／
綴
喜
医
師
会

　

月
は 

１０「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」で
す

　

白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、

先
天
性
免
疫
不
全
症
な
ど
、
血
液

の
難
病
は
、
以
前
は
有
効
な
治
療

法
が
な
く
治
り
に
く
い
病
気
で
し

た
が
、
骨
髄
移
植
に
よ
り
健
康
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
骨
髄
移
植
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん
と
骨

髄
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
の
白
血
球

の
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
）
が
一
致
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
確
率

は
、
兄
弟
姉
妹
間
で
４
分
の
１
、

非
血
縁
者
間
で
は
わ
ず
か
数
百
か

ら
数
万
分
の
１
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ド
ナ
ー
登
録
者
が　

万
人
に
な

３０

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
に
適
合

す
る
ド
ナ
ー
候
補
が
見
つ
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
患
者
に
１

日
も
早
く
ド
ナ
ー
が
見
つ
か
る
よ

う
に
、
多
く
の
方
に
骨
髄
バ
ン
ク

に
ご
登
録
い
た
だ
き
、
ド
ナ
ー
と

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
綴
喜
医
師

会
健
康
教
室
（
℡
０
７
５
‐
９
７

１
‐
１
０
８
０
）
ま
で

　

月　

日
〜　

日
は 

１０

１７

２３

「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す

　

お
医
者
さ
ん
で
「
院
外
処
方
せ

ん
」を
も
ら
っ
た
と
き
、
薬
局（
保

険
薬
局
、
保
険
調
剤
の
表
示
の
あ

る
薬
局
）
に
処
方
せ
ん
を
持
っ
て

い
け
ば
、
調
剤
し
て
も
ら
え
ま

す
。
ど
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て

も
同
じ
薬
局
で
薬
を
も
ら
え
ば
、

体
質
に
合
わ
な
い
薬
は
な
い
か
、

複
数
の
医
療
機
関
か
ら
の
処
方
せ

ん
で
同
じ
効
果
の
薬
を
重
複
し
て

飲
む
こ
と
に
な
ら
な
い
か
な
ど
を

今
ま
で
服
用
し
た
薬
の
状
況
な
ど

の
記
録
（
薬
歴
）
を
も
と
に
点
検

し
、
薬
の
正
し
い
使
用
方
法
を
詳

し
く
説
明
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
を

も
っ
て
薬
を
上
手
に
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

　

薬
を
正
し
く
使
っ
て
も
ら
う
た

め
、
京
都
府
で
は
、
皆
様
の
集
会

な
ど
に
薬
剤
師
を
無
料
で
派
遣
し

て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
山
城
北
保
健

所
衛
生
室
（
℡　

‐
２
１
９
８
）

２１

　

地
域
の
安
全
が
守
ら
れ
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
は
、
住
民
共
通

の
願
い
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち

の
身
近
な
地
域
社
会
で
は
、
平
和

な
生
活
を
脅
か
す
犯
罪
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
防
犯
協
会
な
ど
の
関

係
機
関
・
団
体
な
ど
と
警
察
が
連

携
の
緊
密
化
を
図
り
、
地
域
安
全

運
動
を
強
化
し
、
安
心
に
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年　

月　

日
か
ら

１０

１１

　

日
ま
で
の　

日
間
、「
全
国
地
域

２０

１０

安
全
運
動
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

井
手
町
内
で
は
、「
オ
ー
ト
バ
イ

盗
・
自
転
車
盗
」
等
の
乗
り
物
盗
、

「
部
品
ね
ら
い
」等
の
自
動
車
関
連

犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

期
間
中
、「
乗
物
盗
」「
部
品
ね
ら

い
」
等
の
自
動
車
関
連
犯
罪
の
ほ

か
、
民
家
等
へ
の
侵
入
犯
罪
の
防

止
に
重
点
を
置
き
、
町
内
の
各
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
方
と
と
も

に
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
防
犯
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
「
安
全
」
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
辺
警
察

署
（
℡　

‐
０
１
１
０
）・
綴
喜

６３

防
犯
協
会
・
綴
喜
防
犯
推
進
委
員

連
絡
協
議
会
ま
で
。
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日曜・祝日の応急診療 全
国
地
域
安
全
運
動

全
国
地
域
安
全
運
動　
　

月月　

日
〜
日
〜　

日日

１０１０

１１１１

２０２０

『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う安心

の
街
い
で
』

『
み
ん
な
で 
つ
く
ろ
う　

 

安
心
の
街 
い
で
』



　　　　���������

　

み
な
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
私
は
ア

メ
リ
カ
か
ら
井
手
町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

帰
っ
て
き
て
す
ぐ
に
思
っ
た
こ
と
は
、
や
は

り
日
本
は
暑
い
こ
と
で
す
。
と
て
も
湿
度
が

高
く
ア
メ
リ
カ
の
夏
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
暑
い
で

す
。

　

私
は
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
が
、

最
初
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
に
滞
在
し
ま
し
た
。

日
本
か
ら
の
飛
行
時
間
は　

時
間
で
、
あ
ら

１１

た
め
て
世
界
の
広
さ
を
実
感
し
、
自
宅
の
あ

る
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
ま
で
飛
べ
ば　

時
間
か

１６

か
る
こ
と
を
考
え
る
と
短
い
飛
行
時
間
で
ほ

っ
と
し
ま
し
た
。
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
あ
る

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
と
い

う
町
で
高
校
時
代
か
ら
の
友
達
が
働
い
て
い

ま
す
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
は
ア
メ
リ
カ
と
メ
キ

シ
コ
の
国
境
近
く
に
あ
る
町
で
す
。
私
は
そ

こ
で
海
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
の
海
は
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
ア
メ
リ

カ
に
興
味
が
あ
る
方
な
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
の
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
等
聞
き
な
れ
た
海
岸
を

思
い
浮
か
べ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
ワ

シ
ン
ト
ン
で
別
の
友
人
に
再
会
し
た
あ
と
家

族
の
待
つ
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
の
ル
ー
ス
バ
ー

グ
に
戻
り
、
約
１
年
ぶ
り
に
家
族
と
再
会
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
１
年
間
家
族
に
会
え
な
か
っ
た

の
で
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
よ
く
井
手

町
で
「
１
年
間
家
族
と
離
れ
て
い
て
さ
び
し

く
な
い
の
？
」
と
か
、「
お
母
さ
ん
は
ア
メ
リ

カ
で
さ
び
し
い
、
さ
び
し
い
、
と
言
っ
て
い

る
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま

す
。
し
か
し
私
自
身
は
日
本
で
働
き
生
活
す

る
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
せ
い
か
会

え
な
く
て
さ
び
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
言
わ
れ
て

い
た
と
お
り
親
は
さ
び
し
い
思
い
を
し
て
い

た
み
た
い
で
し
た
。
自
分
も
結
婚
し
て
子
ど

も
を
も
っ
た
と
き
こ
の
気
持
ち
が
わ
か
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
季
節
は
日
本
の
秋
、
運
動
会
、
文

化
祭
と
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
の
思
い
出
を
胸
に
２
学
期
も
が

ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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　井手町では、差別のない明るい社会をめざし、人権意識の高揚を図るため、９月１５日（水）・２１日（火）に
「人権学習会」を開催しました。１５日は、講師に女性ライフサイクル研究所の津村薫さんを招き、「子どもの人権
を考える」をメインテーマに「乳幼児期に大切なこと」と題して、また２１日には「上手な子どもの叱り方とは？」
と題して、講師に女性ライフサイクル研究所の下地久美子さんを招きそれぞれ講演を聞きました。
　両日とも多くの参加があり、１５日の講演で津村さんは、「子どもの人格はどんなふうに発達していくのか、感
情を大切にするということ」等の内容で講演され、参加者らは「子どもに寄り添うことを心がけたい」、「子ども
のことで、イライラになりがちですが、気持ちも聞いてあ
げられるようにしたい」等いろいろな意見が出て、大変好
評でした。
　また、２１日の講演で下地さんは、「子どもを叱るのはむず
かしい、発達に応じた叱り方をしよう」等の内容で講演さ
れ、参加者らは「大人も真剣に向かっていけば子どももわ
かってくれると思う、子どもの立場に立って叱ることを心
がけたい」「しっかりした目的・方法を聞かせてもらいよか
ったです、子どもに対して向き合っていきたい」等様々な
意見が寄せられました。
　こういった子どもや女性など弱者に対する人権をテーマ
に、その時々の話題性も取り入れながら、今後も学習会を
開催していきたいと考えています。

��������	
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※
会
場
へ
は
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
た
め
、
無
料
バ
ス
を

ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
自
家
用
車
の
場
合
は
乗
り

合
わ
せ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
衛
生
課
ま
た
は
下
水

道
課
（
℡　

‐
２
０
０
１
）
ま
で
。 

８２

木
津
川
流
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

木
津
川
の
再
生
を
目
指
し
て

日
時
／　

月　

日
（
土
）

１１

１３

　
　
　

午
前
９
時
半
〜
午
後
６
時

場
所
／
笠
置
町
産
業
振
興
会
館
他

内
容
／

第
１
部　

現
地
視
察　

午
前
９
時
半
〜
正
午

Ｊ
Ｒ
笠
置
駅
集
合
〜
笠
置
山
・
笠
置
寺
（
拝
観
料

自
己
負
担：

３
０
０
円
）

第
２
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

午
後
１
時
〜
４
時
半

�
講
演　

紀
平　

肇　

氏
（
魚
の
弁
護
士
）

�
木
津
川
流
域
な
ど
で
水
環
境
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
発
表
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト第
３
部　

交
流
会　

午
後
４
時
半
〜
６
時

木
津
川
河
川
敷
公
園
で
の
交
流
会
（
参
加
費
３
、

０
０
０
円
自
己
負
担
）

主
催
／
木
津
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
京
都
府

よ
り
」
は
、
毎
月
第
１
日
曜
日
に
、
新
聞
折
込
に

よ
り
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
で
、「
き
ょ
う

と
府
民
だ
よ
り
」
が
届
い
て
い
な
い
ご
家
庭
に
は

送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
京
都
府
広
報

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
府
内
在
住
の
視

覚
障
害
者
の
方
を
対
象
に
点
字
版
、
文
字
拡
大

版
、
テ
ー
プ
版
も
発
行
し
て
い
る
ほ
か
、
京
都
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〒
６
０
２
‐
８
５
７
０
（
住
所
記
入
不
要
）
京
都

府
広
報
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
０
７
４

京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.k
y
o
to
.jp
/

　

月　

日（
日
） 

１０

３１

環
境
ま
つ
り
・
下
水
道
ま
つ
り
開
催

日
時
／　

月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

３１

１０

※
雨
天
の
場
合
は　

月
７
日
（
日
）
に
順
延

１１

場
所
／
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
運
動
広
場
・
城
南
衛

生
管
理
組
合
（
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
沢
）

内
容
／

＊
リ
ユ
ー
ス
家
具
や
再
生
自
転
車
の
リ
サ
イ
ク
ル

市
＊
和
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
（
要
事
前
予
約
）

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
２
４
０
店
）

＊
自
転
車
タ
ク
シ
ー
（
乗
車
さ
れ
た
方
に
、
め
だ

か
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
）

＊
新
鮮
野
菜
の
朝
市

＊
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
（
要
事
前
予
約
）

＊
各
種
啓
発
コ
ー
ナ
ー

＊
子
ど
も
あ
そ
び
の
広
場

＊
下
水
道
ま
つ
り　

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
・
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
、
来
場
者
に
は
水
切
り
袋
・
エ

コ
・
京
レ
ン
ガ
（
数
量
制
限
有
）
を
進
呈

あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い 

『
秋
の
行
政
相
談
』 　

月　

日
〜　

日

１０

１８

２４

　

私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
の
中
で
行
政
に
対
し
て

持
っ
て
い
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
聞
き
、

公
平
・
中
立
な
第
三
者
的
立
場
で
そ
の
一
つ
ひ
と

つ
に
つ
い
て
問
題
の
解
決
を
図
り
、
行
政
の
改
善

に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
「
行
政
相
談
」
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

春
と
秋
に
行
政
相
談
週
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
の
秋
の
行
政
相
談
週
間
は
、　

月　

日

１０

１８

（
月
）
か
ら　

日
（
日
）
で
す
。

２４

◆
分
野
を
問
わ
ず
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

道
路
や
公
園
・
駅
な
ど
の
公
共
の
場
で
の
安
全

の
問
題
、
騒
音
や
悪
臭
な
ど
の
環
境
問
題
、
社
会

保
険
・
福
祉
に
か
か
わ
る
要
望
、
公
共
施
設
の
窓

口
業
務
に
対
す
る
注
文
等
を
行
政
運
営
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
、
明
日
の
よ
り
良
い
社
会
へ
と
つ
な

が
る
の
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
さ
れ
る
方
の
名
前
や
内

容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

◆
毎
月
第
１
・
３
・
４
月
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
玉
泉
苑

◆
毎
月
第
２
月
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
賀
泉
苑

※
第
５
月
曜
日
と
祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開

設
し
ま
せ
ん

※
相
談
は
予
約
制
で
す

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

届
い
て
い
ま
す
か 

「
き
ょ
う
と
府
民
だ
よ
り
」（
京
都
府
広
報
紙
）

　

京
都
府
が
発
行
し
て
い
る
「
き
ょ
う
と
府
民
だ

Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
よ
り
大
人
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
３
土
曜
日
（　

月
は
、　

日
）
の
夜
７

１０

１６

時
か
ら
、
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
で
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

種
目
は
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
で

す
。

　

初
め
て
で
も
、
お
一
人
で
も
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

＊
体
育
館
用
の
上
靴
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

体
育
指
導
委
員
主
催 

「
み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

日
時
／　

月　

日
（
日
）
午
前
７
時　

分
集
合

１０

３１

５０

　
　
　

８
時
出
発
（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所
／
多
賀
地
区
（
多
賀
小
学
校
集
合
）・
井

手
地
区
（
保
健
セ
ン
タ
ー
前
集
合
）

※
１
時
間
程
度
で
歩
く
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
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ん
で
く
だ
さ
い

各
種
相
談

�
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�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１０

１８

２５

　
　

／　

月
１
日
（
月
）

１１

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／　

月
８
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１１

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

１０

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
木
）

１０

２８

　
　

／　

月　

日
（
月
）

１１

１５

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
持
ち
物
／
健
康
手
帳

�
�
�
�
�
���
	



《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１１

１７

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１１

１０

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
木
）・　

日
（
金
）・

１０

２１

２９

　
　
　
　

月
４
日
（
木
）

１１

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／　

歳
以
上

４０子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／　

月
８
日
（
月
）

１１

　
　
　

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

対
象
／
１
歳
６
ヶ
月
〜
１
歳
８
ヶ
月
児
（
Ｈ　

・
１５

３
・
７
か
ら
Ｈ　

・
５
・
８
生
ま
れ
）

１５

�
�
�
�
���
�
�
�
	

《
三
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
）》

日
時
／　

月
１
日
（
月
）

１１

�
第
一
期
初
回
は
生
後
６
ヶ
月
か
ら
６
歳
ま
で
に

３
回
接
種
、
出
来
る
だ
け
４
歳
ま
で
に
完
了
し
て

く
だ
さ
い

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
、
１

年
〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／　

月　

日
（
金
）

１１

１２

�
生
後
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
ま
で
で
す
が
出
来
る
だ

９０

け
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
の
間
に
２
回
服
用
し
て
く
だ

１８

さ
い

＊
受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

講
師
／
関
西
大
学　

上
杉
聰
さ
ん

「
部
落
史
が
変
わ
っ
た
（
前
・
後
編
）」

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

日
時
／　

月　

日
（
金
）

１０

２２

　
　

／　

月　

日
（
金
）

１１

１９

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
〜
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
申
込
は
不
要
で
す

�
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

�
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
赤
飯
ま
ん
じ
ゅ
う
づ
く
り
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１０

２０

場
所
／
玉
泉
苑

《
箸
袋
づ
く
り
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１１

１７

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の

６０

あ
る
方

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

�
�
�
�
��
�
�
	
�
�


�
�

��

日
時
／　

月　

日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１０

２２

場
所
／
玉
泉
苑

内
容
／
立
ち
上
が
り
介
助
・
ベ
ッ
ド
か
ら
の
起
居

動
作
・
歩
行
介
助

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
企
画
総
務
課
（
℡

０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
３
８
８
）
ま
で

講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／　

月　

日
（
火
）・　

月
９
日
（
火
）

１０

２６

１１

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
大
正
琴
》

日
時
／　

月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１０

２２

２９

　
　
　

午
前　

時
〜

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
》

日
時
／　

月　

日
（
木
）
午
前　

時
〜

１０

２８

１０

持
ち
物
／
筆
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
用
絵
の
具
・
材

料《太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／　

月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１０

１５

２２

２９

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／　

月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１０

１９

２６

　
　
　

午
後
１
時
半
〜

《
カ
ラ
オ
ケ
》

日
時
／　

月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１０

２０

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。

�
�
�
�
��
�
�
	
�

�

日
時
／　

月　

日
（
月
）・　

日
（
火
）

１０

１８

１９

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
〜
９
時
半
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「
ゆ
め
つ
げ
」 

畠
中　

恵

「
偽
り
の
館
」 

折
原　

一

「
イ
マ
ジ
ン
」 

清
水
義
範

「
鷹
姫
さ
ま 
お
鳥
見
女
房
」 
諸
田
玲
子

「
二
十
四
時
間
」 

乃
南
ア
サ

「
幻
覚
」 

渡
辺
淳
一

「
ひ
か
り
の
あ
め
」 

 
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
リ
ア
・
ブ
ロ
ッ
ク

「
ラ
ブ
レ
タ
ー
」 

オ
・
ス
ヨ
ン

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

　

月
〜
３
月　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

１０

��
�
��
�
�
�
�
�

��

��

●　

月　
　

・　

・　

・　

日

１０

１２

１８

２５

２８

●　

月　

１
・
４
・
８
・　

・　

・

１１

１５

２２

　
　

・　

・　

日

２４

２５

２９

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
一
人
３
点
、
１
週
間

�
�
�
�

「
ち
ゃ
ん
が
ら
町
」 

山
本
孝
作

「
は
だ
か
の
王
さ
ま
」 

ア
ン
デ
ル
セ
ン

「
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
き
し
ゃ
を
ぬ
く
」

 

ボ
ン
タ
ン

��
�
��
�
�
�
�
�
�
�

��

��

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

�
　

月　

日
（
土
）

１１

１３

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

�
　

月　

日
（
土
）

１０

１６

�
　

月　

日
（
土
）

１１

２０

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

�
�
�
�

　

月　

日
（
水
）

１０

２０

場
所‥

玉
川
保
育
園

時
間‥

　

時　

分
か
ら

１０

２０

演
目‥

「
三
匹
の
き
つ
ね
」「
さ
む
い
の

が
き
ら
い
」

※
劇
団
「
ふ
た
り
」
の
方
々
に
よ
る
上

演
で
す
。

「ハリー・ポッターと不死鳥の騎士団」上・下
Ｊ・Ｋ・ローリング 著
復活したヴォルデモートと
の戦いはいつ始まるのか？
吸魂鬼に襲われ、「不死鳥の
騎士団」に助け出されたハ
リーは騎士団が重大な秘密
を守っていることを知る。
真実が明かされるシリーズ
第５弾。

「かいじゅうになりたいミルクちゃん」
角野栄子 作
かいじゅうの家のこどもに
なったミルクちゃん。プチ
プチという弟もできました。
ところが、弟のほうが大き
いし強そう。そこでミルク
ちゃんは…。人気シリーズ
の最新刊。

「九一歳の人生論」
日野原重明・瀬島龍三 共著
９１年の歩み。「命をどう使うべ
きなのか考えること」「人間は
自分本位の考え方を捨てた時
点から強くなれる。」―。二人
で１８２歳の頂上対談をついに
実現！日本を代表する二大長
老が始めて語り合った「命の
使い方」の極意。

「子どもが喜ぶおやつ」
上田淳子 著
著者が、小学生のために作
るふだんのおやつを紹介。
しかもローファットでロー
シュガー。栄養たっぷりの
スコーンや大学いも、１０分
でできるソーセイジパイや
パフェ、硬くカロリーダウン
したカスタードプリンなど。
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�
�
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
強
制
加
入
で
す

が
、
保
険
料
の
納
付
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
法
定
免
除
と
い
い
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
は
障
害
の
程
度
が
障
害
等
級
の

１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に
あ

る
間
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
障
害
の
程
度
が
軽
く
な

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
停
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
が
停
止
に
な
り
保
険
料
を
納
付

ま
た
は
免
除
申
請
を
し
て
承
認
を
受
け
な
か
っ
た

場
合
、
そ
の
後
に
お
い
て
新
た
な
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
事
故
が
発
生
し
て
も
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL８２-２００１）まで。

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５-６３１-５１７１）まで。
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 家電リサイクル法等の対象品 
�テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン・パソコン・冷凍庫
※大きさに関係なくごみには出せません。
①購入された店
②買い換えをされた店にご相談下さい。
（購入店が遠方の場合等やむえない場合、衛生課に連絡を）
③パソコンは、メーカーに申し込んで下さい。
◎料金は「リサイクル料金」と店ごとに異なる「収集運搬
料金」の両方が必要です。

見る必要のないときにも
テレビをつけっ放しにし
ていませんか？１日１時
間テレビの使用を控えま
しょう。
▼電気製品の主電源が入りっ放しに 
なっていませんか

家庭・オフィスでできる　省エネ

▼不必要なテレビのつけっ放しを 
控えましょう

電気製品の待機消費電力
は決して小さくありませ
ん。リモコンでスイッチ
を切っていても電力を消
費する機器がたくさんあります。電気製品
の主電源をこまめに切りましょう。
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称
82－2001

2160
2237
2468
3290

井手町役場

82－4333
82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

82－3385保健センター
82－2070泉ヶ丘中学校
82－2119井手小学校
82－4412井手小学校有王分校
82－2112多賀小学校
82－2153玉川保育園
82－2225多賀保育園
82－4160いづみ保育園
82－4651環境衛生センター
82－3617学校給食センター
82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
99－4318町立デイサービスセンター
82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
82－3000京田辺市消防署　井手分署
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����：アケビ科
����：本州・四国・九州
◆���：４～５月
　

りするのに使われました。 
　井手町では大正池近くのグラウンド付近など、あちこ
ちに生えています。

～井手町自然～井手町自然
ガイドブックから～ガイドブックから～

����
��
������
�� 　雑木林の中などで、木や竹

にからまって伸びているつる
性の植物です。別々の葉に見
えるのは小葉といい、実際は
５枚の小葉が集まり１枚の葉
になっています。春には花が
咲き、秋には写真のような実
ができて、つるからぶら下が
っています。この実は茶色く
熟すると食べられるので、昔
の子どもたちは山に遊びに行
ったときにはおやつ代わりに
食べていました。また、ひも
の代わりにして柴をくくった
り、皮をはいでカゴを編んだ

��������	��
�������������������
��������	
������������	��
����������
��������	
��������������������� ! "#

���

��������	��
����������������������
��������	��
�������������������
��������	
�������������������� !"#$%&'(
��������	
���������������������� !"#$%&�'

���
��������	
��	����
��������	
������������	��
�����������
��������	
��������������

���
����������	
�����������
���������	
��������������
����������	
��������������������� !"#$

���

���
��������	��
�����������
��������	
���������������������� !"#$%&�'
���������	
���������������������

���
���������	
�����������������
��������	
������������	��
����������
��������	
���������������
���������	
���������������������

���

��������	
������������������
��������	
���������
��������	
���������������
����������	
�������������������� 

���

��������	
�������������������� !"#$%&'(
��������	
�������������
��������	
���������������������� !"#$%&�'

���
��������	
��������������������� !"
��������	
��������������
��������	
������������	��
����������
��������	
��������������
��������	
��
���������������
��������	
���������������������� ��	!

���

����������	
��������������
���������	
����������
��������	��
�����������
��������	
���������������������� ��	!
��������	
��������������������
��������	
��������

���

��������	
���������������
��������	
��������������������� ! "#
��������	
���������������������� ��	!

���

��������	
���������������������� ��	!���
��������	
��	�������
���������	
��������������������
��������	
��������������
��������	
�������������
��������	
��������������
��������	
���������������������� ��	!

���

����������	
��������������
��������	
�������������������	����������������	
��
����������	
���������������������
����������	
��������	��
�����������
��������	
���������������

�����
��������	
����������������
��������	
�����������������
������
��������	
���������������
��������	
����������������
��������	
���������������������� !
��������	
���������������������� !"��
��������	
����������������������� !"#��
��������	
��������������
��������	��
�����������
��������	
����������������������
�

��
��������	
��������������������� ! "#
��������	
�������������������	�� !��
��������	
��	
�������
��������	
������������������������ !"#�$�%
��������	�
���������������������� !"#

���

����

����

����

�����


